
令和８年度

北海道網走南ケ丘高等学校

定時制課程普通科

第４学年

年間指導計画・評価計画



１　国語科「国語表現」

２　地歴公民科「政治・経済」

３　数学科「数学応用」　

４　理　科「地学基礎」

５　保健体育科「体育」

６　外国語科「論理・表現Ⅰ」

７　商業科「総合実践」



教科

評価Ａ
評価Ｂ
評価Ｃ

観点

次 実施日 振り返り・次年度に向け

令和８年度　年間指導計画・評価計画
北海道網走南ケ丘高等学校　定時制

科　　　　目 単位数 実施学年 教科書（出版社） 副教材等 担　当　者

寳金　あみ

科目名に○の付した科目は、学校設定科目です。

【身に付けて欲しい力】
・社会生活に必要な国語の知識や技能。
・論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力。

【学習の留意点】
・意欲的に学習に取り組もうとする態度を評価します。
・基礎、基本を大切にし自分なりに考えようとすることが大切です。

国語 国語表現 ２単位 ４学年 国語表現（大修館書店）
未来をひらく常用漢字　漢字検定５級～２級

（桐原書店）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
実社会に必要な国語の知識や技能を身につけようとしている。 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を

伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い
や考えを広げたり深めたりすることができる。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読
書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手として
の自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとしている。

【評価の観点とその主な目標】
※評価を行う時は、単元、授業の前に「どのような力を求めるか？（基準）」と「どのようなレベルを求めるか？（規準）」を説明します。

評価の規準（どのようなレベルを求めるか？

十分満足できる状況
概ね満足できる状況
努力を要する状況

※評価の「観点」については、適宜各教科の指導要領に合わせて変更して下さい。
大単元 小単元 課　題　（Ｑ）（今時の問いかけ） 実施内容・目標 評価の方法 知 思 主

○ ○ ○

論理的な文章を
書こう

15

小論文を書くことを通して、与えられた
テーマに対して自分の考えを明確に
する力と、論理的で説得力のある文章
を書く力を身につける。

「書くこと」において、自分の考
えを明確にし、根拠となる情報
をもとに的確に説明するなど、
表現の仕方を工夫している。

小論文

身体で表現しよ
う

10

演劇的な活動に取り組み、自分の身
体を効果的に使って表現するスキル
を身につける。

「話すこと・聞くこと」において、視点を
明確にして聞きながら、話の内容に対
する共感を伝えたり、相手の思いや考
えを引き出したりする工夫をして、自
分の思いや考えを広げたり深めたりし
ている。

取り組みの様子

○ ○ ○

情報活用力を身
につけよう

15

正確な情報を見極め、その情報を目
的に合わせて効果的な表現で発信す
る。

「書くこと」において、目的や意
図に応じて、情報の組み合わ
せなどを工夫し、伝えたいこと
を明確にしている。

ワークシート
単元小テスト

○ ○ ○

説得力のある提
案をしよう

15

提案内容を受け入れてもらうために、効
果的で印象的なプレゼンテーションの仕
方や、相手の心を動かすのに必要な身体
表現、態度などについて学び、説得力の
ある表現について理解する。

「話すこと・聞くこと」において、相手の
反応に応じて言葉を選んだり、場の状
況に応じて資料や機器を効果的に用
いたりするなど、相手の同意や共感が
得られるように表現を工夫している。

プレゼンテーション

○ ○ ○

表現を楽しもう

15

俳句、短歌、エッセイ、物語など、いろ
いろなジャンルの作品創作を通じて、
言葉を用いて表現することを楽しむ。

「書くこと」において、自分の思
いや考えを明確にし、事象を的
確に描写したり説明したりする
など、表現の仕方を工夫してい
る。

創作活動

○ ○ ○

70



教科

評価Ａ
評価Ｂ
評価Ｃ

観点
割合

次 関 思 技 知 実施日 振り返り・次年度に向け

○ ○ ○ ◎

○ ◎ ○ ○

　現代の政治経済の諸問題について関心を
高め、意欲的に課題を追求するとともに、よ
りよい社会の実現に参画する姿勢を持って
いる。

・　出欠席
・　ノート・プリント提出
・　発言・授業態度

　現代の政治経済の諸問題について公正に判
断した自らの考えを持ち、それを自分の言葉で
まとめて表現することができる。

・　視聴覚教材の課題に対して考察し表現する

　現代の政治経済における諸問題をメディアな
どを利用したり、資料を読み取ったりすること
で効果的に学ぶことができている。

・　資料の読み取りプリント作業
・　調べ学習

　現代の政治経済についての正しい
知識を身につけている。

・　視聴覚教材の課題に対して問題点
を明らかにできる
・　前時の確認テスト

人権保障と法の精神 ①　社会契約説とは何だろう？
②　法の支配とはどんな意味だろう？
③　人々の人権はどう守られるのだろ
う？

①　社会契約説とは何か、思想
家の考えから理解し、自分の言
葉で表現することができる。
②　法の支配とは何か理解し、
自分の言葉で表現することが
できる。
③　世界的な人権保障の動き
を考察し、自分の言葉で表現
することができる。

政治と法の機能 ①　法は何のためにあるのだろうか？ ①　法律はなぜあるのかを理
解し、自分の言葉で表現するこ
とができる。

民主政治の基本
原理と日本国憲
法

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

基本的人権と新しい人権 ①　人権って何だろう？
②　人々の自由はどのように守られて
いる？
③　社会権って何だろう？
④　近年どんな人権が生まれただろ
う？

①　人権とは何かを考え、自分
の言葉で表現することができ
る。
②　自由権の保障について理
解し、自分の言葉で表現するこ
とができる。
③　社会権とは何かを理解し、
自分の言葉で表現することが
できる。
④　新し人権について理解し、
自分の言葉で表現することが

平和主義と自衛隊 ①　自衛隊はどうやってできただろ
う？
②　日米安全保障条約はどんな条
約？

①　自衛隊の成り立ちを理解
し、自分の言葉で表現すること
ができる。
②　日本とアメリカの防衛関係
を理解し、自分の言葉で表現
することができる。

○

実施学年単位数科　　　　目

政治経済 ３単位 ４学年

担　当　者副教材等教科書（出版社）

第一学習社 配布資料 中野克彦

【身に付けて欲しい力】

【学習の留意点】

公民

【評価の観点とその主な目標】
※評価を行う時は、単元、授業の前に「どのような力を求めるか？（基準）」と「どのようなレベルを求めるか？（規準）」を説明します。

授業の目標に対し到達度が高度であり、特に優れている場合

科目名に○の付した科目は、学校設定科目です。

我が国日本で起こっている政治・経済的事象について、新聞やテレビニュースなどと関連させて理解することが出来る。

・　パワーポイントや映像資料などを提示するためプロジェクター等のICT機器を使用する。
・　プロント（ノート）を毎回回収し、フィードバックする。
・　授業のユニバーサルデザイン化を意識した授業を行う。   ・キャリア教育の一環として、地元企業からのお話を聞くことでキャリア選択の一助とする。

授業の目標がおおむね達成されている場合（標準）
授業の目標に対し、到達度が不十分である場合

評価の規準（どのようなレベルを求めるか？

意欲・関心・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

○ ○ ○ ◎

板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

大単元 小単元 課　題　（Ｑ）（今時の問いかけ） 実施内容・目標 評価の方法

25% 25% 25% 25%

○ ○ ◎ ○

日本国憲法の基本原理 ①　日本国憲法はどのようにしてでき
ただろう？
②　大日本帝国憲法と日本国憲法は
どのように異なるだろう？
③　日本国憲法の基本原理は何か？

①　日本国憲法の成り立ちを
理解し、自分の言葉で表現す
ることができる。
②　大日本帝国憲法と日本国
憲法を比較し、違いを自分の言
葉で表現することができる。
③　日本国憲法の基本原理を
理解し、自分の言葉で表現す
ることができる。

議会制民主主義と世界の政治
体制

①　議院内閣制って何？
②　大統領制って何？

①　イギリスの議院内閣制を例
に議院内閣制とは何かを理解
し、自分の言葉で表現すること
ができる。
②　アメリカの大統領制を例に
大統領制とは何かを理解し、自
分の言葉で表現することができ

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○ ◎ ○

◎ ○ ○

○ ◎ ○ ○

令和8年度　年間指導計画・評価計画
北海道網走南ケ丘高等学校　定時制

※評価の「観点」については、適宜各教科の指導要領に合わせて変更して下さい。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答 ○ ○ ◎ ○

○ ○ ○ ◎

内閣の機構と行政 ①　内閣総理大臣は何しているの？
②　内閣はどんな仕事している？

①　内閣総理大臣の立場や仕
事について理解し、自分の言
葉で表現することができる。
②　内閣の役割と仕事につい
て理解し、自分の言葉で表現
することができる。

国会の組織と立法 ①　三権分立って何だろう？
②　国会でどんなことを話し合ってる
のか？

①　三権分立について理解し、
自分の言葉で表現することが
できる。
②　国会のしくみと役割につい
て理解し、自分の言葉で表現
することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○

地方自治制度と住民の権利 ①　地方自治って何だろう？
②　国と地方はどんな関係？

①　地方自治とは何か理解し、
自分の言葉で表現することが
できる。
②　国家と地方自治体の関係
について理解し、自分の言葉で
表現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○ ○ ◎ ○

裁判所の機能と司法制度 ①　日本の裁判はどのように行われて
いるのか？
②　模擬裁判をしてみよう。

①　日本の裁判制度について
理解し、自分の言葉で表現す
ることができる。
②　実際の判例を使用して、裁
判制度への理解を深めること
ができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答 ○ ◎ ○

○

民主政治における世論の役割 ①　人々の意見はどのように活かされ
る？

①　世論とマスメディアの関係
について考え、自分の言葉で
表現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

政党政治と選挙制度 ①　政党は何のためにある？
②　模擬選挙をしてみよう。
③　日本の選挙の問題点について考
えよう。

①　政党がなぜできるのか考
え、自分の言葉で表現すること
ができる。
②　選挙活動を模擬体験する
ことを通して、選挙に対する関
心を高めることができる。
③　日本の選挙の問題点につ
いて考え、自分の言葉で表現
することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○ ◎ ○



○ ○ ◎ ○

○ ○ ◎ ○

○ ◎ ○ ○

○ ◎ ○ ○

消費者問題 ①　消費者を守るために必要なことと
は？

①　消費者問題について身近
な題材を使って考え、自分の言
葉で表現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○

農業の現状と課題 ①　日本の農業はどうあるべきなの
か？

①　日本の農業の現状と課題、
今後について考え、自分の言
葉で表現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

中小企業の地位と役割 ①　中小企業はどのように日本を支え
ているのか？

①　日本における中小企業の
役割について考え、自分の言
葉で表現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

物価の動き ①　物価が高いって何？ ①　物価変動について理解し、
自分の言葉で表現することが
できる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

◎

日本経済の歩み ①　日本はどのように経済大国になっ
たのか？
②　バブル経済って何だろう？
③　日本経済の課題は何だろう？

①　日本の経済成長について
理解し、自分の言葉で表現す
ることができる。
②　バブル経済について理解
し、自分の言葉で表現すること
ができる。
③　日本の経済の課題につい
て考え、自分の言葉で表現す
ることができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○ ○ ○ ◎

財政のしくみとはたらき ①　財政って何？
②　国の借金は何に使っているの
か？

①　国や地方公共団体が行っ
ている財政政策について理解
し、自分の言葉で表現すること
ができる。
②　国債が何に使われている
のか理解し、自分の言葉で表
現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答 ○ ○

金融のしくみとはたらき ①　銀行はどんな仕事している？
②　日本銀行はだれのお金を扱って
いるの？
③　金融政策って何？

①　銀行の役割について理解
し、自分の言葉で表現すること
ができる。
②　日本銀行の役割と仕事に
ついて理解し、自分の言葉で
表現することができる。
③　日本銀行がどのような記入
政策をとっているのか理解し、
自分の言葉で表現することが
できる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○ ○ ○ ◎

○

経済成長と景気変動 ①　経済の規模はどう表す？
②　好景気が続かないのはなぜ？

①　経済活動を表す指標につ
いて理解し、自分の言葉で表
現することができる。
②　景気循環について理解し、
自分の言葉で表現することが
できる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○ ○ ◎ ○

市場経済の機能と限界 ①　売れる商品ってどんな商品？
②　値段はどうやって決まる？

①　需要と供給のバランスにつ
いて理解し、自分の言葉で表
現することができる。
②　市場における競争について
理解し、自分の言葉で表現す
ることができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答 ○ ◎ ○

◎

経済主体と経済活動 ①　お金はどのように循環しているの
か？
②　会社はどんな仕組みだろう？
③　模擬会社をつくってみよう。

①　お金の循環について考え、
自分の言葉で表現することが
できる。
②　会社のしくみについて理解
し、自分の言葉で表現すること
ができる。
③　会社をつくる模擬体験をす
ることで、経済のしくみに対する
理解を深めることができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○ ◎ ○ ○

経済社会の発展 ①　経済って何？
②　資本主義って何だろう？
③　資本主義と社会主義って何だろ
う？

①　経済とは何か理解し、自分
の言葉で表現することができ
る。
②　資本主義とは何か、自分の
言葉で表現することができる。
③　資本主義と社会主義を比
較しその結果を自分の言葉で
表現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答 ○ ○ ○

日本の外交と国際平和への役
割

①　日本と外国はどうつながっている
の？
②　世界平和のために日本ができるこ
とは？

①　日本の外交について理解
し、自分の言葉で表現すること
ができる。
②　世界平和の実現において
の日本の役割を考え、自分の
言葉で表現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答 ○ ○ ○ ◎

軍備管理と軍縮 ①　どんな国が核兵器を持っていた
の？
②　核をなくすためには何をしたら？

①　核保有の歴史を理解し、自
分の言葉で表現することができ
る。
②　核兵器根絶のために何をし
たらよいのかを考え、自分の言
葉で表現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答 ○ ◎ ○

◎

国際連合の組織と役割 ①　国際連合って何？
②　国際連合って何しているの？

①　国際連合とはどのような組
織なのかを理解し、自分の言
葉で表現することができる。
②　国際連合の役割と仕事に
ついて理解し、自分の言葉で
表現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答 ○ ○ ○ ◎

国際社会と国際法 ①　国際法って何だろう？
②　国際的な問題を解決するのはど
こ？

①　国際法とは何か理解し、自
分の言葉で表現することができ
る。
②　国際問題の解決策を考え、
自分の言葉で表現することが

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○ ○ ○

現代経済のしく
みと特質

◎

国際紛争と難民問題 ①　国際紛争はなぜ起こるの？
②　難民問題を解決するには？

①　国際紛争がなぜ起こるの
かを考え、自分の言葉で表現
することができる。
②　難民問題を解決するため
にはどんな方法があるのかを
考え、自分の言葉で表現するこ
とができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答 ○ ○ ◎ ○

国際政治の動向 ①　冷戦ってどんな戦争？
②　国際的にどんな問題が起きている
の？

①　冷戦の構図を理解し、自分
の言葉で表現することができ
る。
②　現在起こっている国際問題
について考え、自分の言葉で
表現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○ ○ ○

現代の国際政治
と日本

○



○ ○ ◎ ○

○ ◎ ○ ○

○ ○ ○ ◎

○ ◎ ◎ ○

○ ◎ ◎ ○

○ ◎ ◎ ○

○ ◎ ◎ ○

○ ◎ ◎ ○

○ ◎ ◎ ○

○ ◎ ◎ ○

○ ◎ ◎ ○

○ ◎ ◎ ○

国民経済と国際
経済

現代日本の政治
や経済の諸問題

国際社会の政治
や経済の諸問題

人種・民族問題と地域紛争 ①　人種、民族問題について考えよ
う。

①　人種、民族問題について自
分の意見を表現することができ
る。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

国際経済格差の是正と国際協
力

①　国際経済格差について考えよう。 ①　国際経済格差について自
分の意見を表現することができ
る。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

国際社会における日本の立場
と役割

①　国際社会における日本の役割に
ついて考えよう。

①　国際社会における日本の
役割について自分の意見を表
現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

産業構造の変化と中小企業 ①　中小企業の現状について考えよ
う。

①　中小企業の現状について
自分の意見を表現することが
できる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

雇用と労働をめぐる問題 ①　労働問題について考えよう。 ①　労働問題について自分の
意見を表現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

地球環境と資源・エネルギー問
題

①　地球環境問題について考えよう。 ①　地球環境問題について自
分の意見を表現することができ
る。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

農業と食料問題 ①　日本の食料自給率について考え
よう。

①　日本の食料自給率につい
て自分の意見を表現すること
ができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

南北問題と日本の役割 ①　南北問題って何だろう？ ①　南北問題と日本の役割を
考え、自分の言葉で表現するこ
とができる。

発問
小テスト
まとめの活動
前時の確認テスト

グローバル化する経済 ①　グローバル化と経済はどんな関係
がある？

①　グローバル化によって世界
経済に与えた影響について理
解し、自分の言葉で表現するこ
とができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

地域社会の変貌と住民生活 ②　これからの地方自治について考え
よう。

①　地方自治について自分の
意見を表現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

少子高齢化と社会保障 ①　少子高齢化について考えよう。 ①　少子高齢化について自分
の意見を表現することができ
る。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

◎

地域的経済統合 ①　異なる国家同士で同じお金を使う
ことによってどんないいことがある？
②　地域でまとまることでどんな良いこ
とがある？

①　ＥＵについて理解し、自分
の言葉で表現することができ
る。
②　地域的経済統合のメリット
デメリットについて考え、自分の
言葉で表現することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答 ○ ○ ◎ ○

国際協調と国際経済機関の役
割

①　国際経済にはどんな歴史がある
の？
②　ＷＴＯはどんな仕事をしている？

①　国際経済の歴史を理解し、
自分の言葉で表現することが
できる。
②　ＷＴＯの役割について理解
し、自分の言葉で表現すること
ができる

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答 ○ ○ ○

○

国際経済のしくみ ①　国同士が連携して何をつくってい
る？
②　世界ではどんなお金の流れが見
られるの？

①　国際分業について理解し、
自分の言葉で表現することが
できる。
②　世界市場のしくみについて
考え、自分の言葉で表現するこ
とができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答 ○ ○ ○ ◎

環境保全と資源・エネルギー ①　なぜエコを意識しなければならな
いの？
②　世界ではどんな取り組みがなされ
ているの？

①　地球環境問題について考
え、自分の言葉で表現すること
ができる。
②　世界的に行われている取り
組みにはどんなものがあるの
か理解し、自分の言葉で表現
することができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答 ○ ◎ ○

社会保障制度の充実 ①　社会保障ってどんなもの？
②　少子高齢化社会にむけて必要な
ことは何だろう？

①　社会保障とは何か理解し、
自分の言葉で表現することが
できる。
②　少子高齢化社会を迎える
にあたって必要なことを考え
て、自分の言葉で表現すること

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○ ○ ◎ ○

労働問題 ①　労働問題ってどんなもの？
②　ブラック企業って何だろう？

①　労働問題とは何か理解し、
自分の言葉で表現することが
できる。
②　ブラック企業問題について
考え、自分の言葉で表現するこ
とができる。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○ ◎ ○

高度情報社会の進展と課題 ①　情報化によってどんな事が起きて
いるだろう？

①　高度情報化社会における
現状と課題について考え、自分
の言葉で表現することができ
る。

前時の復習テスト
板書事項の整理
視聴覚教材の問い
に対する解答

○

現代経済のしく
みと特質



教科

評価Ａ
評価Ｂ
評価Ｃ

観点

次 知 思 主 実施日 振り返り・次年度に向け

○

令和８年度　年間指導計画・評価計画
北海道網走南ケ丘高等学校　定時制

科　　　　目 単位数 実施学年 教科書（出版社） 副教材等 担　当　者

【評価の観点とその主な目標】
※評価を行う時は、単元、授業の前に「どのような力を求めるか？（基準）」と「どのようなレベルを求めるか？（規準）」を説明します。

評価の規準（どのようなレベルを求めるか？
授業の目標に対して十分に満足できる状況
授業の目標に対して概ね満足できる状況（標準）
授業の目標に対して到達度が不十分で努力を要する状況

石川　柊

科目名に○の付した科目は、学校設定科目です。

【身に付けて欲しい力】 数学的活動を通して、基礎基本の定着を目指し、数学に対する興味・関心を高めて欲しい。

【学習の留意点】
・意欲的に学習に取り組もうとする態度を特に評価します。
・基礎的知識、論理的思考を身に付けようとする態度で取り組んで下さい。

数学 ○数学応用 ２単位 ４学年 なし プリント

※評価の「観点」については、適宜各教科の指導要領に合わせて変更して下さい。
大単元 小単元 課　題　（Ｑ）（今時の問いかけ） 実施内容・目標 評価の方法

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
数と式についての基本的な概念や原理・法則を
体系的に理解するとともに，事象を数学化した
り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けている。

　数学的な事象について多面的に考え、他の事象との
相互関係に着目し、適切に表現できる力が身に付いて
いる。

　数学のよさを認識し、日常生活や社会生活に活用しようとし
たり，粘り強く考え 数学的論拠に基づいて判断しようとしたり，
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善しよ
うとしたりしている。

数学Ⅰの応用 数と式の復習

2

数と式の復習をしよう 数と式について、基礎的な知
識や技能を習得することが
できる。

発問
行動観察
プリント ○

オリエンテーション

1

数と式の応用

3

日常生活における文字式や方程
式、不等式について考えよう

文字式や方程式、不等式の
日常生活における活用につ
いて、考えを深めることがで
きる。

発問
行動観察
プリント ○ ○

２次関数の復習

4

２次関数の復習をしよう ２次関数について、基礎的な
知識や技能を習得すること
ができる。

発問
行動観察
プリント ○

○ ○

三角比の復習

6

三角比の復習をしよう 三角比について、基礎的な
知識や技能を習得すること
ができる。

発問
行動観察
プリント ○

２次関数の応用

5

２次関数の移動やコンピューター
を用いた表し方について考えよう

２次関数の移動やコンピュー
ターを用いた表し方につい
て、考えを深めることができ
る。

発問
行動観察
プリント

三角比の応用

7

身近にある建物の高さや、坂の
斜面について考えよう

三角比を用いて建物の高さ
や、坂の斜面についてその
長さを求めたり、考察したり
することができる。

発問
行動観察
プリント ○ ○

日常生活での数学Ⅰの活用

8

数学Ⅰにおける日常生活への活
用について、単元を横断した事
例を考えてみよう

２次関数や三角比、データの
分析などを横断的に活用し、
日常生活の事象と結びつけ
ることができる。

発問
行動観察
プリント ○

○ ○

数学Ａの応用 場合の数と確率の復習

9

場合の数と確率の復習をしよう 場合の数について、基礎的
な知識や技能を習得するこ
とができる。

発問
行動観察
プリント 〇

確認テスト

8

確認テスト テスト

○

場合の数と確率の応用

10

場合の数と確率について、求め
た値を検証してみよう

場合の数と確率について、
求めた値を、実際の試行や、
ＩＣＴを用いて検証することが
できる。

発問
行動観察
プリント ○ ○

整数の性質の復習

11

整数の性質の復習をしよう 整数の性質について、基礎
的な知識や技能を習得する
ことができる。

発問
行動観察
プリント ○

整数の性質の応用

12

整数の性質を用いて発展的な問
題にチャレンジしてみよう

整数の性質を用いた発展的
な問題について、試行錯誤
を通して解決につなげること
ができる。

発問
行動観察
プリント ○ ○

図形の性質の応用

14

図形の性質を用いて、多角形な
ど様々な形の辺の長さを求めよ
う。

図形の性質を用いて、多角
形など様々な形の長さを求
めることができる。

発問
行動観察
プリント ○

図形の性質の復習

13

図形の性質の復習をしよう 図形の性質について、基礎
的な知識や技能を習得する
ことができる。

発問
行動観察
プリント ○

○

日常生活での数学Ａの活用

15

数学Ａにおける日常生活への活
用について、単元を横断した事
例を考えてみよう

図形や整数の性質、確率な
どを横断的に活用し、発展
的な問題に取り組むことがで
きる。

発問
行動観察
プリント ○

課題学習 数学的な探究活動

17

数学的な課題を見付け、情報を
整理・分析し、検証してみよう。

数学的な課題を見付け、情
報を整理・分析し、検証する
ことができる。

発問
行動観察
プリント

確認テスト

16

確認テスト 確認テスト テスト

○ ○ ○

○ ○

○ ○

数学的な探究活動の振り返
り 18

探究活動の振り返りや発表をし
てみよう。

他者と協働して探究活動の
振り返りや発表を行うことが
できる。

発問
行動観察
プリント



教科

評価Ａ
評価Ｂ
評価Ｃ

観点

次

令和８年度　年間指導計画・評価計画

科　　　　目 単位数 実施学年 教科書（出版社）

【評価の観点とその主な目標】
※評価を行う時は、単元、授業の前に「どのような力を求めるか？（基準）」と「どのようなレベルを求めるか？（規準）」を説明します。

評価の規準（どのようなレベルを求めるか？

授業の目標に対し到達度が高度であり、特に優れている場合
授業の目標がおおむね達成されている場合（標準）
授業の目標に対し、到達度が不十分である場合

【身に付けて欲しい力】 科学的な見方や考え方を養い、科学に対する興味・関心を高めて欲しい。

【学習の留意点】
・意欲的に学習に取り組もうとする態度を特に評価します。
・基礎的知識、論理的思考を身に付けようとする態度で取り組んで下さい。

理科 地学基礎 ３単位 ４学年 改定　地学基礎（東京書籍）

大単元 小単元 課　題　（Ｑ）（今時の問いかけ） 実施内容・目標

知識・技能 思考・判断・表現
自然の事物・現象について授業を通して理解し、知識
や技能を身につけている。

事象を科学的に観察し、導き出した考えを的確に表現しよう
としている、もしくは表現できている。

Ｂ　地球の構造

2

地球の中には何があるだろう？
人類はどのくらい深くまで到達した？

地殻・マントル・核について、そ
の性質などを学ぶ。

3編
1章
大地とその動き

Ａ　地球の形と大きさ

1

地球の形や大きさをどうやって調べ
る？

地球の大きさや形について、過
去の人達の考え方や調査方法
を学ぶ。

２章
地震のメカニズ
ム

地震のメカニズム

4

東日本大震災と阪神淡路大震災の違
いは？

海溝型地震や大陸プレート内
地震、海洋プレート内地震な
ど、それぞれの場所でどのよう
なメカニズムで地震が生じるか
を学ぶ。

Ｃ　プレート運動と地球内部の
動き

3

プレートテクトニクスって何だろう？ プレート運動と地震や火山など
の災害の関係について考える。

Ｂ　火成岩の観察

6

造岩鉱物を見てみよう。 教科書Ｐ１１９を見て、有色鉱
物と無色鉱物を観察する。

３章
火山

Ａ　火山ができる場所とその多
様性

5

北海道・日本で有名な火山は？
なぜ日本は火山大国なの？

日本で火山ができやすい理由
や、それぞれの火山の噴火の
違いを考える。



Ｂ　火成岩の観察

6

造岩鉱物を見てみよう。 教科書Ｐ１１９を見て、有色鉱
物と無色鉱物を観察する。

Ｂ　恒星としての太陽の進化

8

太陽ってどうやって燃えているの？ 核融合、主系列星、恒星の寿
命について学習する。

１編
１章
宇宙の構造と進
化

Ａ　宇宙の誕生

7

宇宙の晴れ上がりってなに？
星って、何から作られたの？

ビッグバンから自由電子が原
子核につかまり光が進めるよう
になるまでを学習する。星間雲
（ガス）から恒星が作られたこと
を理解する。

２章
太陽と惑星

Ａ　太陽系の誕生

10

月はどうやってできたの？ 太陽系の誕生と衛星の起源に
ついて学習する。

Ｃ　銀河と天の川銀河

9

ブラックホールってどこにあるの？ 天の川銀河の構造と射手座方
向に存在すると考えられるブ
ラックホールについて学ぶ。

Ｃ　太陽

12

オーロラってなぜできるの？ 太陽の活動について学び、地
球に与える影響について考え
る。

Ｂ　太陽系天体の特徴

11

太陽系惑星で一番好きな星は？
冥王星は惑星？

それぞれの惑星の特徴につい
て学習する。

Ｂ　地質構造

14

正断層って、押されるの？　引かれる
の？

正断層は引かれる、逆断層は
押されてと、力のかかる方向
と、上盤が上か下かについて理
解する。

2編
1章
地層や岩石の観
察

Ａ　地層の形成

13

河口に近い海底には、大きな粒、小さ
な粒のどちらが堆積する？

地層は堆積物が水中で水平に
堆積することで作られる事を理
解する。

Ｄ　地層と古環境

16

示相化石と、示準化石
古環境を示すのはどちら？

示相化石と示準化石について
学び、造礁性サンゴの化石が
見つかった場合の古環境を答
える。

Ｃ　変成岩

15

鉱物はどうやってできる？ 変成作用と、その結果精製され
る様々な岩石について学ぶ。

Ｂ　古生代

18

最初に上陸した生物は？ 海から陸へ生物層が変遷して
いく様子を学習する。

２章
生命の変遷

Ａ　初期の地球

17

酸素は誰が作ったの？ シアノバクテリア（ストロマトライ
ト）が光合成により酸素を作り、
その証拠が縞状鉄鉱層である
ことを関連して学習する。



Ｂ　古生代

18

最初に上陸した生物は？ 海から陸へ生物層が変遷して
いく様子を学習する。

Ｄ　新生代

20

なぜ森林が減少したの？ 大陸の配置が変わり寒冷化、
乾燥化したことで森林が減少し
草原化したことを理解する。

Ｃ　中生代

19

恐竜は全て絶滅した？ 恐竜時代の生物の進化につい
て、また、絶滅の原因について
考える。

４編
１章
大気と海洋

Ａ　地球の大気と循環

22

台風はなぜ発生する？ 大気の循環と気候現象の係わ
りについて考える。

Ｅ　人類の進化

21

類の進化に重要だった点３つは？ 脳の大型化、直立二足歩行、
道具や火の使用などを学び、
人類の進化について考える。

２章
日本の自然の恵
みと防災

Ａ　自然の恵み

24

本当に水は湯水のごとく使っていい
の？

日本は水に恵まれているが、
地球規模で考えると、安全な水
を手に入れる事ができない人
が多い事を知る。

Ｂ　海水とその運動

23

日本の周りの海流の名称は？
海流はなぜ発生する？

温度による海水の循環と海流
が発生するしくみについて学習
し、生物が得る利益について考
える。

Ｃ　時代と共に変わる災害

26

今、地震でネットが使えなくなったら？ 都市化、過疎化、高齢化、ネッ
トワーク化により災害による被
害の様子が変わってきたことを
理解する。

Ｂ　日本の四季の天気

25

春夏秋冬の気圧配置は？ 教科書Ｐ１６０－１６１の天気図
を見て、それぞれの季節の天
気の特徴を考察する。
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関 思 技 知 実施日 振り返り・次年度に向け

令和８年度　年間指導計画・評価計画
北海道網走南ケ丘高等学校　定時制

教科書（出版社） 副教材等 担　当　者

【評価の観点とその主な目標】
※評価を行う時は、単元、授業の前に「どのような力を求めるか？（基準）」と「どのようなレベルを求めるか？（規準）」を説明します。

授業の目標に対し到達度が高度であり、特に優れている場合
授業の目標がおおむね達成されている場合（標準）
授業の目標に対し、到達度が不十分である場合

齊　藤　真　志

科目名に○の付した科目は、学校設定科目です。

科学的な見方や考え方を養い、科学に対する興味・関心を高めて欲しい。

・意欲的に学習に取り組もうとする態度を特に評価します。
・基礎的知識、論理的思考を身に付けようとする態度で取り組んで下さい。

改定　地学基礎（東京書籍） 各種補助資料（印刷物）

※評価の「観点」については、適宜各教科の指導要領に合わせて変更して下さい。
実施内容・目標 評価の方法

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
事象を科学的に観察し、導き出した考えを的確に表現しよう
としている、もしくは表現できている。

自然の事物・現象に関心をもち、科学的な見方や考え方を
身につけようとしている。

地殻・マントル・核について、そ
の性質などを学ぶ。

地球の大きさや形について、過
去の人達の考え方や調査方法
を学ぶ。

ノート
プリント
テスト ○

○ ○

ノート
プリント
テスト

海溝型地震や大陸プレート内
地震、海洋プレート内地震な
ど、それぞれの場所でどのよう
なメカニズムで地震が生じるか
を学ぶ。

プレート運動と地震や火山など
の災害の関係について考える。

○

○ ○

ノート
プリント
テスト

教科書Ｐ１１９を見て、有色鉱
物と無色鉱物を観察する。

日本で火山ができやすい理由
や、それぞれの火山の噴火の
違いを考える。

○ ○

○



教科書Ｐ１１９を見て、有色鉱
物と無色鉱物を観察する。

○ ○

核融合、主系列星、恒星の寿
命について学習する。

ビッグバンから自由電子が原
子核につかまり光が進めるよう
になるまでを学習する。星間雲
（ガス）から恒星が作られたこと
を理解する。

○

○

太陽系の誕生と衛星の起源に
ついて学習する。

天の川銀河の構造と射手座方
向に存在すると考えられるブ
ラックホールについて学ぶ。

○

○ ○

太陽の活動について学び、地
球に与える影響について考え
る。

それぞれの惑星の特徴につい
て学習する。

○

○

正断層は引かれる、逆断層は
押されてと、力のかかる方向
と、上盤が上か下かについて理
解する。

地層は堆積物が水中で水平に
堆積することで作られる事を理
解する。

○

○

示相化石と示準化石について
学び、造礁性サンゴの化石が
見つかった場合の古環境を答
える。

変成作用と、その結果精製され
る様々な岩石について学ぶ。

○

○ ○

海から陸へ生物層が変遷して
いく様子を学習する。

シアノバクテリア（ストロマトライ
ト）が光合成により酸素を作り、
その証拠が縞状鉄鉱層である
ことを関連して学習する。

○ ○

○



海から陸へ生物層が変遷して
いく様子を学習する。

○ ○

大陸の配置が変わり寒冷化、
乾燥化したことで森林が減少し
草原化したことを理解する。

恐竜時代の生物の進化につい
て、また、絶滅の原因について
考える。

○

○

大気の循環と気候現象の係わ
りについて考える。

脳の大型化、直立二足歩行、
道具や火の使用などを学び、
人類の進化について考える。

○

○ ○

日本は水に恵まれているが、
地球規模で考えると、安全な水
を手に入れる事ができない人
が多い事を知る。

温度による海水の循環と海流
が発生するしくみについて学習
し、生物が得る利益について考
える。

○

○ ○

都市化、過疎化、高齢化、ネッ
トワーク化により災害による被
害の様子が変わってきたことを
理解する。

教科書Ｐ１６０－１６１の天気図
を見て、それぞれの季節の天
気の特徴を考察する。

○

○ ○







教科

評価Ａ 十分満足できる状況
評価Ｂ 概ね満足できる状況
評価Ｃ 努力を要する状況

観点

次 知 思 主 実施日 振り返り・次年度に向け

令和8年度　年間指導計画・評価計画
北海道網走南ケ丘高等学校　定時制

科　　　　目 単位数 実施学年 教科書（出版社） 副教材等 担　当　者

髙原　大誠

科目名に○の付した科目は、学校設定科目です。

【身に付けて欲しい力】
各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め、運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにするとともに、体の調子を整え、
体力の向上を図り、公正、協力、責任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動できる資質や能力を育てる。

【学習の留意点】
・意欲的に学習に取り組もうとする態度を評価する。
・運動不足の解消および体力の向上を目指す。
・仲間と協力して取り組み、公正、協力、責任などの態度を身につける。

保健体育 体育 ２単位 ４学年 なし なし

運動の合理的、計画的な実践を通して、
運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯
にわたって運動を豊かに継続することが
できるようにするため、運動の多様性や
体力の必要性について理解しているとと
もに、それらの技能を身に付けている。

生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の課題を発見し、合理的、計画的な解決に
向けて思考し判断するとともに、自己や仲
間の考えたことを他者に伝えている。

生涯にわたって継続して運動に親しむために、運動における競争や協働
の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果た
す、参画する、一人一人の違いを大切にしようとするとともに、健康・安全
を確保している。

※評価の「観点」については、適宜各教科の指導要領に合わせて変更して下さい。

【評価の観点とその主な目標】
※評価を行う時は、単元、授業の前に「どのような力を求めるか？（基準）」と「どのようなレベルを求めるか？（規準）」を説明します。

評価の規準（どのようなレベルを求めるか？

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

大単元 小単元 課　題　（Ｑ）（今時の問いかけ） 実施内容・目標 評価の方法
オリエンテーション 授業の年間の見通しや意義を

理解する。
提出課題

○ ○

体つくり運動 ・体ほぐしの運動
・体力を高める運動

発問に対する返答
行動観察
技能
他の授業活動

○ ○ ○

陸上競技 ・跳躍（走幅跳）
・投擲（砲丸投げ）
・競走（持久走・ハードル走・２０
ｍシャトルラン）

発問に対する返答
行動観察
技能
他の授業活動

○ ○ ○

ソフトボール ・キャッチボール
・打撃
・守備
・試合

発問に対する返答
行動観察
技能
他の授業活動

○ ○ ○

バドミントン ・ドライブ
・ハイクリア
・ドロップ
・ヘアピン
・ゲーム　　　　など

発問に対する返答
行動観察
技能
他の授業活動

○ ○ ○

サッカー ・パス
・ドリブル
・シュート
・ゲーム

発問に対する返答
行動観察
技能
他の授業活動

○ ○ ○

バレーボール ・アンダーハンドパス
・オーバーハンドパス
・サーブ
・スパイク
・ゲーム

発問に対する返答
行動観察
技能
他の授業活動

○ ○ ○

○ ○

ダンス ・現代的なリズムのダンス
・創作ダンス

発問に対する返答
行動観察
技能
他の授業活動

○ ○

バスケットボール ・パス
・ドリブル
・シュート
・ゲーム

発問に対する返答
行動観察
技能
他の授業活動

○

○

卓球 ・ラリー
・サーブ
・ゲーム

発問に対する返答
行動観察
技能
他の授業活動

○ ○ ○

体育理論 スポーツの歴史、文化的特性や現代
のスポーツの特徴について理解でき
るようにする。

・スポーツの歴史、文化的特性や
現代のスポーツの特徴
・運動やスポーツの効果的な学習
の仕方
・豊かなスポーツライフの設計の仕
方

発問に対する返答
行動観察
プリント
他の授業活動 ○ ○ ○



教科

評価Ａ
評価Ｂ
評価Ｃ

観点

次 実施日 振り返り・次年度に向け

令和8年度　年間指導計画・評価計画
北海道網走南ヶ丘高等学校　定時制

科　　　　目 単位数 実施学年 教科書（出版社） 副教材等 担　当　者

鹿原真生

科目名に○の付した科目は、学校設定科目です。

【身に付けて欲しい力】 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどの基礎的な能力を養う。

【学習の留意点】
英語は言語であり、人と人とのコミュニケーションを図る手段である。人々とコミュニケーションを図るには英語を通じて理解し、知識や見聞を広める
と同時に、自分の考えや意見を英語で表現し、発信することが大切である。日頃から相手の話をよく聞き、自分の考えを述べる習慣をつけ、積極的
に異文化にふれることを心がけさせる。

外国語 論理・表現 ２単位 ４学年
New Favorite English Logic and

Expression（東京書籍）
各種補助教材（印刷物）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・日常的な話題について，英語を聞いたり，読んだりして，情報や考
えなど相手が伝えようとすることを理解しているか。

・日常的な話題について，情報や考えなど伝えたいことを英
語で話したり，書いたりして表現しているか。

・コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活動を行
い，コミュニケーションを図ろうとしているか。

【評価の観点とその主な目標】
※評価を行う時は、単元、授業の前に「どのような力を求めるか？（基準）」と「どのようなレベルを求めるか？（規準）」を説明します。

評価の規準（どのようなレベルを求めるか？

授業の目標に対し到達度が高度であり、特に優れている場合
授業の目標がおおむね達成されている場合（標準）
授業の目標に対し、到達度が不十分である場合

※評価の「観点」については、適宜各教科の指導要領に合わせて変更して下さい。
大単元 小単元 課　題　（Ｑ）（今時の問いかけ） 実施内容・目標 評価の方法 知 思 主

○

Lesson９ Model お気に入りを紹介する表現を知ろう。 ・本文を読み、内容を理解す
る。

発問
行動観察
プリント

ガイダンス 授業の進め方・評価方法など
の説明

○

Expand Your English 何かを紹介する英語を学ぼう ・自分の好きなものを紹介する
英語を身につける。

発問
行動観察
プリント ○

Make Your Own 自分の好きな映画や本をクラスで紹
介しよう。

・教科書を参考に、自分の好き
な映画や本を紹介する。

発問
行動観察
プリント ○

Lesson10 Model 相手に謝る、許す、励ます表現を知ろ
う。

・本文を読み、内容を理解す
る。

発問
行動観察
プリント ○

Expand Your English 謝る、許す、励ます表現を学ぼう。 ・謝る,許す、励ます表現を学
び、身につける。

発問
行動観察
プリント ○

Make Your Own 待ち合わせに遅れてきた友人との会
話をRPしてみよう。

・遅れてきた側と待っていた側
に分れてペアで会話のRPをす
る。

発問
行動観察
プリント ○

Lesson11 Model 話し合いに使える表現を知ろう。 ・本文を読み、内容を理解す
る。

発問
行動観察
プリント ○

Expand Your English 共感を述べる、残念な気持ちを述べ
る、解決策を提案する表現を学ぼう。

・話し合いを想定して使える表
現を身につける。

発問
行動観察
プリント ○

Ｍａｋｅ　Ｙｏｕｒ　Ｏｗｎ 話し合いをしてみよう。 ・教科書を参考に、題材につい
ての意見を考え、そのことにつ
いて話し合いRPを行う。

発問
行動観察
プリント ○

Ｌｅｓｓｏｎ12 Ｍｏｄｅｌ 要望や主張を述べる表現を知ろう。 ・本文を読み、内容を理解す
る。

発問
行動観察
プリント ○

Exapand Your English 要望や主張を述べる表現を学ぼう。 ・自分のやりたいことを伝えた
り、考えを伝えたりする表現を
身につける。

発問
行動観察
プリント ○

Make Your Own 学校に対する要望を学校の英字新聞
に投稿しよう。

・教科書を参考に、学校への意
見を英語で書く。

発問
行動観察
プリント ○

Unit２　Lesson1 Model ディベートで使う表現を知ろう① ・本文を読み、内容を理解す
る。

発問
行動観察
プリント ○



Expand Your English ディベートの進行に使う表現を学ぼ
う。

・ディベート自体を進めていく上
でよく使う表現を身につける。

発問
行動観察
プリント ○

Make Your Own Online shopping is better than
shopping in stores　を題材にディベー
トをしてみよう。

・実際に英語表現を用いてディ
ベートを行う。

発問
行動観察
プリント ○

Lesson2 Model ディベートで使う表現を知ろう② ・本文を読み、内容を理解す
る。

発問
行動観察
プリント

Make Your Own Lesson1でのディベートを立場を変え
てもう一度やってみよう。

・実際に英語表現を用いてディ
ベートを行う。

発問
行動観察
プリント

○

Expand Your English 相手の意見を認める、反駁する表現
を学ぼう。

・相手の意見を認める、反駁す
る表現を学ぼう。

発問
行動観察
プリント ○

○



教科

評価Ａ
評価Ｂ
評価Ｃ

観点

次 関 思 技 知 実施日 振り返り・次年度に向け

令和８年度　年間指導計画・評価計画
北海道網走南ケ丘高等学校　定時制

科　　　　目 単位数 実施学年 教科書（出版社） 副教材等 担　当　者

【評価の観点とその主な目標】
※評価を行う時は、単元、授業の前に「どのような力を求めるか？（基準）」と「どのようなレベルを求めるか？（規準）」を説明します。

評価の規準（どのようなレベルを求めるか？

授業の目標に対し到達度が高度であり、特に優れている場合
授業の目標がおおむね達成されている場合（標準）
授業の目標に対し、到達度が不十分である場合

堀籠　美羽

科目名に○の付した科目は、学校設定科目です。

【身に付けて欲しい力】 商業科目で身につけた技術と能力を総合的に活用できる能力と態度を育てる。

【学習の留意点】
・意欲的に授業に参加し、課題に取り組んでいる。
・アプリケーションソフトの様々な機能を試して、デザインを工夫している。

商業 総合実践 ３単位 ４学年 なし なし

・文書による取引の流れやビジネスに関する諸計算の方
法を正しく理解している。
・アプリケーションソフトを利用してビジネスに必要な文書
作成方法を身につけている。
・商取引上の収益の計算ができる。

・自ら考え、接遇マナーを守った行動ができる。
・他人に頼らないで、授業の進度におくれないで、適切な処理を行って
いる。

・総合実践の学習内容に関心を持ち、自ら進んで学んでい
る。
・興味のあるところや理解のできにくいところについて積極
的に取り組める。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

※評価の「観点」については、適宜各教科の指導要領に合わせて変更して下さい。
大単元 小単元 課　題　（Ｑ）（今時の問いかけ） 実施内容・目標 評価の方法

学習の心構えと職場マナー

2

学習するうえで必要な心構えや職場
におけるマナーにはどんなものがある
だろう。

学習の目的を正しく理解し、正
しい言葉遣いや良いマナーを
身につける。

ガイダンス 授業の受け方

1

総合実践では、どのような学習をする
のだろう。

総合実践の目標を理解し、学
習に意欲的に取り組んでいる。

発問
観察
ワークシート ○

○

発問
観察
ワークシート

模擬取引②

4

請求書や納品書は何のために必要な
のだろう。

代金の支払いに関する文書の
やり取りについて理解できる。

文書処理Ⅰ 模擬取引①

3

文書での取り引きには、どんなやりと
りがなされるのだろう。

注文書や注文請書について理
解することができる。

発問
観察
ワークシート ○

○

発問
観察
ワークシート

文書処理Ⅱ 文書デザイン①

6

良いデザインの広告はどんなものだろ
う。身近な広告を参考にしてみよう。

文字を大きくしたり、太くしたり
してデザインを強調することが
できる。

模擬取引③

5

領収書にはどんな種類があるのだろ
う。

領収書の書き方について、理
解することができる。

発問
観察
ワークシート ○

○

発問
観察
ワークシート
小テスト

文書デザイン③

8

特殊文字や塗りつぶし機能を用いて、
デザインを作成してみよう。

題名や見出しなどに特殊文字
機能を用いて見やすく加工する
ことができる。

文書デザイン②

7

Ｗｏｒｄの図形機能を利用して、見やす
いデザインを探してみよう。

図形を表示させ、図中に文字
を表示させたり、色をつけたり
することができる。

発問
観察
ワークシート
小テスト

○

○

発問
観察
ワークシート

まとめ 自由課題

9

オリジナルの広告を作成してみよう。 自分で課題を見つけ、オリジナ
ルの文書デザインを作成する
ことができる。 ○

発問
観察
ワークシート


